
 

 

 

 

 

 

 

 
図書館の大階段にまつわる話 

          
大学・短大事務局長 饗庭悦夫 

  
平成１２年４月、新学部の地域発展学部の設置と一の沢キャンパスから短大が移転することにな

り、宇都宮大学の農場地跡であった国有地の払い下げを受け、北側にキャンパスを拡大し、中央研

究棟、第３教育棟、第２体育館、学生会館、サークル棟、野球場、テニスコート、図書館が新設さ

れました。建物の設計は、安藤建築設計事務所と隈研吾建築都市設計事務所との共同設計です。設

計者は、中央にゆったりとした庭園を配し、それを中心とした現代のスケールと速度にフィットし

たアカデミカルヴィレッジを構想しています。作新清原ホールの屋上を利用した南から北に傾斜す

る空中庭園からスタートし、大階段を経て一挙に下降し、二つの芝張りの曲面を横に見て、最終的

には、学生会館の前方の池を通って、周囲の街並みへ連続することにより、周辺地域の環境に開か

れた設計となっています。空中庭園には５本のポールが立っています。霧の発生装置です。霧は空

気が乾燥していると高いところに滞留し、霧の飛ぶ方向は季節ごとに変わり、自然の変化を視覚的

に捉えることができます。霧は、正午に発生する仕掛けになっています。さらに空気中の CO2濃度

が 800ppm 以上になると霧が発生します。空気がきれいな清原地区でこのような状態になったとし

たら、地球全体が危険な状態にあると言えます。このような一種の警報装置を付けることで、環境

問題について学生さんが考えるきっかけとなればよいと設計者は考えました。（現在は休止中。） 

 さて、隈研吾氏ですが、世界的にも高名な建築家で、最近のニュースで話題になりました新国立

競技場のデザインコンペで、隈研吾氏のチーム案が採用されました。本学にも隈研吾氏の設計した

建物を見学したいと、大学の建築学科の教員や学生を始め、海外からも見学者が多数訪れました。

栃木県内には隈研吾氏の設計した建物がいくつかあります。代表的なものをあげますと、那須町芦

野にある「石の美術館」（2001 年、国際石材建築大賞受賞）、那珂川町馬頭の「広重美術館」があ

ります。石の美術館は芦野地区で産出する芦野石で造られています。広重美術館は、八溝杉で建て

られ、壁には烏山和紙、床には芦野石が建材として使われています。芦野石は、安山岩（溶結凝灰

岩）で、太古の時代、火山の大噴火により火山灰や軽石が大量に降り積もり、大火砕流が白河市や

芦野地区を覆った結果、芦野石になる地層ができたと言われています。芦野石は、准硬石で加工し

やすく古くから石塔、倉庫、石垣、門柱などに用いられ、現在は、建築、公園、広場等の公共物に

も使われています。白河市で採掘される同種類の石材は白河石と呼ばれています。 

 図書館の大階段にはどのような建材が使われていると思いますか。そうです。芦野石です。芦野

石は、採掘時は灰白色ですが、電気炉やガス炉で長時間焼成しますと、焼成する温度によってベー

ジュから煉瓦色、レッドと変容します。大階段の石材は、赤褐色をしています。天然石を焼成する

ので、質感、重厚感、強度はそのままです。 

 堅固な図書館の大階段がすり減るくらいに図書館が利用され、苔むすほど永く存続してもらいた

いものです。    

 

図書館だより 
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季を愛でる 最終回  図書課長 野中千秋 

金星探査機軌道修正 

平成 22年 5月に打ち上げられた金星探査機「あかつき」は、エンジントラブルの

ため軌道から外れてしまっていたが、5年後の平成 27年 12月 7日に周回軌道に再投

入することに成功した。JAXA の廣瀬史子主任研究員は、何万ケースもの計算を手帳

に書き出し軌道修正のシナリオを作っていった。これを 2 年半もの間、毎日毎日繰

り返したという。「継続は力」と言うが、根気のいる仕事だ。 

金星へつぼみふれあふ日の温み    千秋  

 

 

 

ビアズリーとロンドン 
荒俣宏 著 702/Ar/4  

1872 年にイギリスに生まれたオーブリ・ビアズリーは、若くして才能を認められ

た画家です。マロリーの小説「アーサー王の死」の挿し絵で世に躍り出た彼は、オ

スカー・ワイルドの戯曲「サロメ」の挿し絵で時代の寵児となりました。白と黒だ

けで描かれたエロティックな人物画は、イギリス全体に大きな衝撃を与えるもので

した。病に侵され早死にするとわかっていたビアズリーは、世間を恨むようなとこ

ろがあり、それがシニカルな作風を生み出したのかもしれません。 

本書は荒俣宏の洒落た文章により、ビアズリーと彼の駆け抜けたロンドンを紹介し

ます。時はまさに世紀末。イギリスの黄金期と呼ばれ繁栄を謳歌し、アール・ヌー

ヴォー装飾が盛んに造られたころでした。 
 
 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 
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21 22 23 24 25 26 27 

28 29      

図書館開館カレンダー 2月 

～本学図書館にある珠玉の 1 冊を紹介します～ 
 


